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研究成果の概要（和文）：本研究では、オーストラリアにおける開発教育の研究蓄積を批判的に検討することによって
、開発教育における教育評価の方法論を構築するとともに、日豪での授業研究を通して教育評価実践のあり方を探究し
た。そして、主に、「教育目標および評価指標の開発を通した評価課題と評価方法の設定の論理の探究」「教育評価実
践のあり方の提案」「授業研究の推進を通した理論の精緻化と実践の提案」「研究成果のまとめと学校を中心とした実
践の場への発信」を行った。

研究成果の概要（英文）：　Through analyzing critically the accomplishment of research on development 
education in Australia, this research aimed to develop theory on assessment in the field of development 
education and to inquire the way to implement assessment effectively through lesson studies in Japan and 
Australia.
　The main findings of this research were to 1) inquire the logic to set assessment task and method 
through developing educational goals and rubrics, 2) suggest the ideas about how to implement assessment 
effectively in classroom lessons, 3) elaborate the theory through lesson studies to suggest practice 
based on the elaborated theory, and 4) organize the findings through this research and put out the 
findings and ideas mainly to teachers.

研究分野：教育方法学
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１．研究開始当初の背景 
開発教育とは、「私たちひとりひとりが、
開発をめぐるさまざまな問題を理解し、望ま
しい開発のあり方を考え、共に生きることの
できる公正な地球社会づくりに参加するこ
とをねらいとした教育活動」（開発教育協議
会編集・発行『開発教育キーワード 51』、2002
年、p.69）である。近年、貧困や格差、環境
破壊などの地球的諸問題の解決に向けて各
国の協力が求められている。こうした地球的
諸問題の解決や公正な社会づくりに関して、
日本が国際社会において中心的な役割を果
たしていくためにも、今後、日本における開
発教育の重要性はますます高まることが予
想された。 
日本では開発教育協会や外務省が中心と
なり、開発教育に特徴的な参加型学習と呼ば
れる学習方法を取り入れた実践事例の紹介
や関係者のネットワークづくりなどを進め
てきた。しかしそこでは、教育内容の選択や
カリキュラム編成の方法論などに関する理
論研究と、それに基づく実践研究をさらに充
実させる必要があると考えられた。 
こうした問題意識に基づき、研究代表者は
これまでに、科学研究費補助金（特別研究員
奨励費：2008 年度、および若手研究（スタ
ートアップ→研究活動スタート支援）：2009
～2010 年度）を受けて、オーストラリアの
研究蓄積に着目した研究を進めてきた。具体
的には、オーストラリアの開発教育の理論と
実践の到達点と課題を批判的に検討するこ
とを通して、開発教育の目標設定、カリキュ
ラム編成、および授業づくりに関する理論構
築を進めてきた。その主な成果は、「開発教
育の歴史的展開の解明」「教育学的な視点か
ら見た理論的到達点の検討」「理論に基づく
具体的なカリキュラム案の検討」「授業研究
を通した具体的な実践の分析と検討」の 4つ
にまとめることができた。 
ただし、これまでの研究では、教育評価に
関する研究が十分であるとは言えなかった。
教育評価は、学習者の学力保障および教師に
よる授業の改善のために不可欠の要素であ
る。なぜなら、学習者の成長やつまずきの実
態、授業の成果や課題を正確に把握しなけれ
ば、個々の学習者に必要な支援策を講じるこ
とや適切な授業改善を行うことができず、設
定した教育目標の達成も保障され得ないた
めである。 
以上をふまえて、開発教育論の中でも特に、
教育評価の方法論の構築と、それに基づく教
育評価実践のあり方の探究が次の課題であ
るとの認識に至った。これが、研究開始当初
の主な研究の背景である。 
 
 
２．研究の目的 
以上の背景をふまえ、本研究では、オース
トラリアにおける開発教育の研究蓄積を批
判的に検討することによって、開発教育にお

ける教育評価の方法論を構築するとともに、
日豪での授業研究を通して教育評価実践の
あり方を探究することを目的とした。 
この研究目的を達成するために、以下の 2
つを、主要な研究課題として設定した。 

1 つ目は、これまでに構築してきた研究代
表者自身の開発教育論をふまえつつ、引き続
きオーストラリアの豊富な研究蓄積に注目
して研究を進めることにより、学習者の学習
の成果と課題を把握するための適切な評価
課題と評価方法の設定の論理を明らかにす
ることである。 
そして 2つ目は、真に実践に生かすことの
できる評価課題と評価方法の確立を軸とし
て、教育評価実践のあり方を探究するととも
に、構築した方法論を精緻化することである。 
 
 
３．研究の方法 
本研究を進めるにあたり、研究代表者は、
理論と実践の往還を重視した教育方法学的
アプローチによって研究課題に迫ることを
重視することとした。 
具体的には、まず、ウェブサイトを通じて
収集した政策文書や資料等に加えて、オース
トラリア等で行った調査によって得られた
文献資料やインタビュー・データ、実践記録
等に基づき、オーストラリアの開発教育に関
連する教育評価に関わる理論と実践の実態
を明らかにするとともに、そうした実態から
見えてくる到達点と課題を検討した。そして、
その課題を乗り越える方策を明らかにし、独
自の教育評価の方法論を構築することをめ
ざした。この作業を通して、学習者の学習の
成果と課題を把握するための適切な評価課
題と評価方法の設定の論理を明らかにする
とともに、実践研究で利用する分析枠組みの
精緻化を行った。 
なお、検討に際しては、開発教育の実践を
取り上げることに加えて、ナショナル・カリ
キュラムや全国学力調査、南オーストラリア
州の後期中等教育修了資格試験（South 
Australian Certificate of Education：以下、
SACE）に関する取り組みも対象とした。こ
れらを検討の対象としたのは、ナショナル・
カリキュラムや全国学力調査、SACEは開発
教育のみを直接的な対象とするものではな
いものの、授業者の指導ならびに学習者の学
習の到達点の把握とその後の改善という教
育評価の機能を生かすための評価基準のあ
り方やカリキュラムへの位置づけ方を検討
する上で示唆的であると考えたためである。 
以上の検討を進めることと並行して、日本
の実践事例を調査し、日本の学校現場での実
践の可能性と課題についても検討した。さら
に、主に日本の教師とともに授業研究を行い、
実践から見えてくる理論の成果と課題をふ
まえて、理論の精緻化と、それに基づく実践
のあり方を探究し、その成果をまとめた。 
 



 
４．研究成果 
本研究の主な研究成果は、以下の 4点にま
とめられる。 
 
(1) 教育目標および評価指標の開発を通し
た評価課題と評価方法の設定の論理の探究 
 
本研究の主要な目的である評価課題と評
価方法の設定の論理を明らかにするために
は、教育目標および評価指標の開発が重要で
ある。これらを具体化することによって、学
習者にどのような評価課題をどのようなか
たちで提示し、どのような評価方法で評価す
ることで、必要な学力の実態を把握すること
につながるのかが明確になるためである。 
そこで、研究代表者がこれまで研究してき
たコルダー（Calder, M.）とスミス（Smith, 
R.）、およびフィエン（Fien, J.）の開発教育
論の主張を基礎として、教育目標および評価
指標の開発に取り組んだ。具体的には、「自
己認識の深化」「社会認識の深化」「行動への
参加」という 3つの観点で教育目標を設定す
ることの必要性とその方策を提示するとと
もに、各観点における認識あるいは行動の質
の深化の様相を検討することを通して、これ
らの観点に対応した評価指標のあり方を示
した。 
その成果は、(3)で示した学校現場の教師や
他の研究者との議論もふまえながら精緻化
し、ルーブリック（評価指標）の試案として
提示した。そしてその内容を、研究論文とし
てまとめるとともに、学会の研究集会におい
て発表した。 
 
 (2) 教育評価実践のあり方の提案 
 
南オーストラリア州のグローバル教育セ
ンターや複数の初等・中等学校、タスマニア
州のグローバル学習センター、西オーストラ
リア州のワン・ワールド・センター等を訪問
し、教育評価を含む実践づくりや教師教育に
関する取り組みの実態を調査したり資料収
集を行ったりするとともに、得られた資料の
検討を行った。また、教員向けのワークショ
ップに参加し、開発教育およびグローバル教
育の視点を取り入れた実践づくりの方途を
探るとともに、日本の学校現場での実践に向
けた可能性と課題についての検討を進めた。 
あわせて、ウェブサイトを通じて入手した
資料や、現地調査（アデレード大学や南オー
ストラリア州の教育・子ども発達省
（Department for Education and Child 
Development：DECD）、西オーストラリア
大学等）を通じて得た資料やインタビュー・
データなどの検討を行い、オーストラリアの
ナショナル・カリキュラムや全国学力調査、
南オーストラリア州の SACE の制度上の特
徴や意義を検討した。 
オーストラリアン・カリキュラムと呼ばれ

るナショナル・カリキュラムでは、「教科ご
との学習領域」「汎用的能力」「学際的優先事
項」の 3次元から成るカリキュラムを構想し、
そこで身につけさせたい力の発達の様相を
示したり、各次元を関連づけた学習活動の例
を提案したりしている。これは開発教育を直
接的な対象とするものではないが、汎用的能
力として示されている「批判的・創造的思考
力」や「異文化理解」のための能力、学際的
優先事項として挙げられている「アボリジナ
ルおよびトレス海峡島嶼民の歴史と文化」
「アジアおよびオーストラリアとアジアと
の関わり」「持続可能性」等は、開発教育で
想定されている学習活動と関連が深いもの
である。 
また、全国学力調査や SACE に関しては、
複数の評価課題を位置づけたカリキュラム
編成や授業づくりを促すための取り組みや、
評価基準を教師や児童生徒が把握すること
を助ける作品例の提示などが行われている。
そのため、これらの取り組みや作品例を、基
礎的な知識やスキル等の習得だけでなくそ
れらを用いてより高度な問題の解決に取り
組む力を育てたり把握したりすることを念
頭において分析することによって、授業者の
指導ならびに学習者の学習の到達点の把握
とその後の改善という教育評価の機能を生
かすための評価基準のあり方やカリキュラ
ムへの位置づけ方を検討した。 
以上の成果をふまえるとともに、これまで
に継続して進めてきた授業研究を通して得
られた知見を追加の資料収集およびインタ
ビュー調査等もふまえて再検討し、教育評価
の方法論と具体的な教育評価実践のあり方
を提案した。具体的には、(1)で述べたルーブ
リックの開発を進めることによって授業を
通してめざすべき学習者の姿（授業者が想定
する学力を獲得した学習者の姿）を具体化す
るとともに、学習者がそうした学力を確実に
獲得することができるようにするための手
立てを位置づけたカリキュラム開発を行う
ことの重要性と、それを実践するための具体
的な方法を提案した。 
 
(3) 授業研究の推進を通した理論の精緻化
と実践の提案 
 
理論を生かした実践づくりと実践を通し
た理論の精緻化を進めることをめざして、滋
賀県の小・中学校の教師ならびに他の研究者
数名とともに、私的な研究会を設立した。そ
して、およそ月に 1度のペースで研究会を開
催し、評価課題と評価方法のあり方を探ると
いう視点を持ちながら、単元開発や授業づく
り、授業の実施とふりかえり、単元案・授業
案の改善、という流れで共同研究を行うこと
を基本として、議論を重ねている。こうした
活動を通して、評価課題と評価方法を具体的
な実践に効果的に位置づけるための方途を
探るとともに、理論の精緻化と、それに基づ



く実践の開発に取り組んできた。 
また、小学校での共同授業研究を進め、開
発教育を源流の 1つとする「持続可能な開発
のための教育（Education for Sustainable 
Development：以下、ESD）」に関して、パ
フォーマンス評価とルーブリックを活用し
たカリキュラム編成と授業づくりのあり方
を探究するとともに、校内研修会等でその成
果と課題を共有し、本研究で構築してきた理
論と実践の精緻化に取り組んだ。 
 
(4) 研究成果のまとめと学校を中心とした
実践の場への発信 
 
これまでに行ってきた理論研究ならびに
実践研究を通して得られた成果を整理し直
し、教育目標の設定や単元設計、教育評価の
方法論に関する到達点と課題、課題を乗り越
えるための方途などをまとめ、単著『オース
トラリアのグローバル教育の理論と実践
－開発教育研究の継承と新たな展開』（東
信堂、2014 年）として出版した（なお、出
版に際しては、平成 25 年度科学研究費補助
金「研究成果公開促進費（学術図書）」の助
成を受けた）。 
さらに、これまでに取り組んできた研究の
成果をふまえて、校内研修会の講師として、
彦根市内の複数の小学校において ESD のカ
リキュラム編成や教育評価のあり方などに
関する提案を行ってきた。そこではまず、学
習者の学力保障および教師による授業の改
善を可能にするためには教育評価を位置づ
けた取り組みを進めることが重要であるこ
とを提案している。そしてその上で、ルーブ
リックを開発して実践で活用することの重
要性と意義、および、そのための具体的な方
法を提案するとともに、ワークショップ形式
の研修会を通して実際の授業づくりに生か
していただくための取り組みを進めた。これ
は、本研究の将来的な目的としていた「日本
の学校教育の場で真に生かすことのできる
カリキュラムや教材、単元設計、評価計画を
現場の教師とともに開発する」ことにつなが
る取り組みであると考えている。 

 
研究協力者の異動等の関係で、研究開始当
初に想定していた研究計画のうち、特にオー
ストラリアの現場の教師との授業づくりと
実践を通した検証については研究計画の変
更を行わざるを得ない部分もあったが、その
分を、オーストラリアでのインタビュー調査
の充実やワークショップへの参加を通した
実践事例の調査、研究会における日本の教師
との議論等を充実させることによって補い、
概ね予定していたかたちの成果をまとめる
ことができた。 
現在、本研究で得られた成果を日本の学校
現場での実践に還元すべく、学会での提案を
行ったり、主に ESD のカリキュラム開発や
授業づくりとそのふりかえりを軸とした授

業研究を進めたりしている。今後、この取り
組みをさらに進めることによって、学力保障
を基盤とした ESD の実践を進めるための方
途を明らかにするという課題に取り組んで
いきたい。 
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